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｢読むこと｣の言語活動はどうあったらよいか
長 江 宏
1 はじめに
｢読むこと｣の指導をどのようにしたらよ
いかということは､中学校の英語教育の上で
は､大きな課題である｡それでは､｢読むこと｣
をどのようにとらえたらよいのであろうか｡
｢読むこと｣は､書かれている英文を声に出
して読む音読と､内容を読み取るために黙読
する二つの読み方がある｡この音読と黙読は､
一見対立するような読みの形態であるが､必
ずしも一万が独立して行われるものではない｡
たとえば､中学校の入門期においては､音読
しながら意味を考える場合があるわけで､｢読
むこと｣は学習段階に応じて､音読から黙読
に移っていくものであろうOつま一穴 理解を
伴う音読から内容理解を主にした黙読に移っ
ていくということである｡
｢読むこと｣が内容理解をすることである
とすれば､wordやsentenceの一つ一つにこ
だわるのではなくて､文章全体から､大事な
内容を落とさずにとらえることが必要なこと
になる｡しかし､｢読むこと｣の領域は､｢聞
くこと｣､｢話すこと｣､｢書くこと｣の領域と
かかわりがあり､｢読むこと｣の領域だけが独
立しているわけではないことにも留意する必
要がある｡というのは､入門期の段階では｢聞
くこと｣､｢話すこと｣ と ｢読むこと｣つまり
音読する力は､ほぼ一致するからである0-
万学習段階が進むにつれて､教材が多様化し
てくるので､｢読むこと｣の学習も困難を伴う
ことがあるDそれは､つづ りと音声の関係で
ある｡つまり､つづ リと音声が一致しないた
めに､｢読むこと｣の学習が困難になってくる
ことであるDその意味からも､｢読むこと｣の
言語活動を工夫して､他の3技能と結びつく
ように創意工夫することが大切である｡
2 ｢読むこと｣の目標はどのように
改定されたのか
(1)第 1学年の目標
｢読むこと｣の目標は､｢身近で簡単をこと
について書かれた初歩的な英語を読んで理解
できるようにするとともに､英ま吾を読むこと
に親しみ､英語を読んで理解することに対す
る興味を育てる｣とある｡
このような目標を達成するためには､英語
を読む機会を多くして､生徒に読むことに親
しむように読むことの言語活動を十分に行い､
英喜吾に慣れさせ､英語を用いることに対する
興味L･関心を育てることであろうoLかしな
から入門期においては ｢聞くこと｣､｢話すこ
と｣の言語活動を重点的に行 うので､語句や
文の音読を始める時期とその扱いに留意する
必要があるo
Lたがって､第 1学年では､生徒の発達段
階を考慮した上で､実態に応じて語句から文
へと､しかも音つづ りの関係や語句や文の音
読の仕方などを指導するよう､指導計画作成
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の段階で配慮することが必要であろうO
(2)第 2学年の目標
第2学年では､｢初歩的な英語の文や文章を
読んで､書き手の意向などを理解できるよう
にするとともに､英語に親しむことに慣れ､
英語を読んで理解 しようとする意欲を育て
る｣とある｡
これは､第1学年の目標と比べてみると､
大きく二つの点が異なっている｡つまり ｢英
語に親しむ｣が ｢英語に慣れる｣となってお
り､｢興味を育てる｣が ｢意欲を育てる｣に変
わり発達段階を示している｡
英語の音声､語葉､文型などに少しずつ慣
れ､読み取れるようにすることが､｢英語に慣
れる｣ということであり､英語の音声､語葉､
文などを自分で調べたり､仲間や､先生に尋
ねたりして､自分で学習できるようにするこ
とが､｢意欲を育てる｣と言うことであろうO
また､｢身近で簡単なことについて｣が取れ
て､更に ｢初歩的な英語の文や文章｣と進ん
でいるOなお､｢書き手の意向などを玉里解でき
る｣となって､内容がやや高度になっている｡
すなわち書かれている内容について､その場
面､登場人物､背景となる文化などについて
も理解を深めていくということである｡した
がって､第2学年では､英語を読む喜びを感
じ､意欲的に英語を読む喜びを育てていくと
いうことであろう｡
(3) 第 3学年の目標
第3学年では､｢初歩的な文章を読んで､書
き手の意向などを理解できるようにするとと
もに､英語を読むことに習熟し､英語を読ん
で理解しようとする積極的な態度を育てる｣
とある｡第3学年では､やはり､第2学年と
大きく二つの点で異なっている｡
ひとつは ｢英語に慣れる｣を ｢英語に習熟
する｣としており､もうひとつは､｢意欲を育
てる｣を ｢積極的な態度を育てる｣としてい
る｡
これは中学校の最終段階の目標として示し
たものであるDしたがって､｢初歩的な英語の
文章を読んで､書き手の意向などを理解でき
るようにする｣とあるのは､あるまとまりの
ある考えや意向などが書かれている英語を読
んで､その概要や要点を把握するということ
である｡つまり､英語を読む技術を身につけ､
読むことになれることを目標にしているわけ
である.取り分け､英言吾の文章を読むときに､
深く考えながら､書かれている内容の要点や
概要などを的確に読み取れるような態度を育
てることであろう｡
3 ｢読むこと｣の言語活動とその取り
扱い
(1) 第1学年の書籍活動とその取り扱い
言語活動は､｢英語を理解し､英語で表現す
る能力と態度を養うため､次の言語活動を行
わせる｣とあり､4領域について具体的に指
導要項を示している｡
第1学年の ｢読むこと｣の言語活動の指導
事項は次の3項目である｡
(ア)語句や文をはっきりと正しく音読する
こと｡
(イ)質問､依頼などの文を読んで適切に応
ずること｡
(ウ)数個の文の内容が表現されるように音
読すること｡
つまり､現行の各学年共通のものから､生
徒の発達段階や学習段階に応ずるように配慮
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したものといえる｡そこで具体的に7-りに
ついて触れてみたい｡
(ア)語句や文をはっきりと正しく音読する
こと｡
第 1学年の目標に照らして､音読の最初の
段階で扱われる語句や文の音読指導では､は
っきりした発音で､しかも正しく音読するこ
とをねらいとしているといえる｡したがって
入門期の段階では､文字を見て読む前に､耳
で問いで慣れ､言えるようになってから､文
字を見せ､徐々に音と文字の関連を習得させ
ていくわけである｡
<発音指導>
発音指導は､もともと入門期に口頭練習の
中で少しずつ ドリルすることが普通である｡
したがって､五十音から入っていくのもひと
つの方法であろう｡しかし､英語の母音は､
五十音のアイウエオの母音とは同じではなく
その数も多いわけである｡聴音点や調音者な
どを唇や舌､歯などを具体的に示して何度も
聞かせることが必要であろう｡もちろん発音
口腔図などaudio-visualなものを利用する
ことが効果的であることは言うまでもない｡
<発音記号>
発音指導に当たって､当然のことながら発
音記号のことが問題になるが､指導計画の作
成と内容の取り扱いのところで､｢音声指導の
補助として､必要に応じて､発音記号を用い
て指導してもよいものとする｣とある｡第 1
学年ということもあり､発音記号はあくまで
も音声指導の補助手段であって､発音記号そ
のものを教えるものではないことに留意して
もらいたいものである｡
ところで､発音指導に当たっては､｢現代の
標準的な発音｣を指導することになっている｡
生徒は､教師の正しい発音をまねして覚える
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もので､｢はっきり正しく音読｣させるために
は､教師の発音が標準的なものでなければな
らない｡
発音指導は､実物や絵などを用いて単語な
どの発音を導入していき､やがて､readingの
段階に入ってからはflashcardなどを用い
て文字と一致させることが必要であろう｡
くま吾のアクセント>
アクセントの指導に当たっては､日本語と
英語のアクセントの違いを理解させ､少し強
調するぐらいにアクセントの指導をしてさし
つかえない｡特に外来語として､日本語化し
ている語については､正しい発音に気をつけ
させることも必要なことであろう｡
<音調>
音調には､上昇調､下降調､下降上昇調な
どの基本的なものがあり､文の意味とのかか
わりにおいて指導する必要がある｡上昇調に
は､一般の疑問文や不確かさを表す場合など
の文｡下降調には､平叙文､命令文があり､
疑問詞で始まる疑問文 も下降調である｡orを
含む疑問文では､上昇調と下降調が組み合わ
されている｡
<区切り>
区切りには､breathgroupとSensegroup
があることを教え､区切るところに鉛筆など
で/の印を入れさせ､区切 りの基本的なもの
を徹底すると良い｡つまり単語の拾い読みを
することのないように指導することが必要で
ある｡
<強勢>
文を読む場合､個々の語を同じ強さで言売む
ことはないわけで､生徒の音読指導の際に､
内容語は強く､機能語は弱く発音することを
指導する必要がある｡指導に当たっては強く
発音する語は長めに､弱く発音する語は短め
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に素早 く発音することを表示や手拍子などで
徹底したい｡英吉吾のリズムになれさせるため
に基本的なものを十分指導することか大切だ
からである｡
(イ)質問､依頼などの文を読んで適切に応
ずること｡
言売むことの活動には､本や資料などを読ん
で､それらから必要な情報を取り出したり､
手紙などから要件を知ることなどが考えられ
る｡つまり､書き手の質問や依頼などの文を
読んで､それらの内容を理解できるようにす
ることが必要である｡
｢適切に応ずる｣ということはどういうこ
となのであろうか｡それにはまず質問や依頼
などの要点を的確につかむことが必要である｡
適切に応ずるためには､まず音声で応ずるこ
と､動作や行動で応ずる､書いて応答するな
どの方法が考えられるが､いずれにしても相
手の質問や依頼に的確に答えることか必要に
なる｡
たとえば､招待状であれば､どんな種類の
会合なのか､日時はいつなのか､必要な要件
をすべて読み取ることが大切である｡手紙文
であれば､やはりどのような種類の手紙文な
のか､用件によっては､返事をどうするのか
考えなければならない｡各種の表示や案内な
どの場合には､それぞれにあった対応が必要
であることは言うまでもない｡
このような応対は､｢話すこと｣や｢書 く事｣
にもかかわりがあり､言語活動の広がりがあ
るものである｡しかし第1学年だけに､日常
の学校生活や家庭生活が主体になるだけに､
言語材料にも限界があり､できるだけ､日常
の英語の授業の中で､必要なものを題材とし
て取 り上げてみることが大切であろう｡
(ウ)数個の文の内容が表現されるように普
読すること｡
ここでは､内容理解と同時に音声による表
現という言語活動か考えらるOつまり読i)う
とする数個の文の内容を十分に読み取 り､要
点を理解 した上で､内容を表現できるように
読むことである｡この際､音声に関する5項
目①現代の標準的な発音②語のアクセント③
文の基本的な音調④文における基本的な区切
り⑤文における基本的な強勢などに留意して､
生徒の身につ くように指導することが必要で
ある｡
第1学年では､題材が学校生活､家庭生活､
自分の町､スポーツ､外国の様子などで､そ
れも紹介するような内容のものが多い｡した
がって､音読しながら内容をつかませる場合
は､次のように指導する必要がある｡
① 音読しながら､全体の内容をおおまかに
つかませるO
② 文中の意味のまとまりをつかませる｡二
の場合､必要に応じて､文の区切 りに/の
印を入れさせる｡また上昇調あるいは下降
調の符号なども入れさせる｡
③ 内容を表現する上で大切なものは何かを
考えさせ､内容語に印を入れさせるD
この3項目を踏まえて､音読させるとよい
わけである｡本来､読むことの指導は､部分
から全体の読みではなくて､全体から部分を
つかむ読みかたがよいわけである｡しかし第
1学年では､語､語と語､語と文､文と文な
どの関係をとらえさせながら音読させること
がポイントになろう｡特に､聞 くことや話す
ことが中心になるだけに音読を重視 したいも
のである｡その意味では､第1学年では､対
話文がほとんどなので､ロール ･プレイをや
りながら､音読させることが､第2学年や､
第3学年の ｢読むこと｣に発展していくもの
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と考えられる｡
(2)第 2学年の言語活動とその取り扱い
第2学年の ｢読むこと｣の言語活動につい
ては､次の2項目を指導することになってい
る｡それらは次の通りである｡
(ア)文や文章の内容を考えながら黙読する
こと｡
(イ)文や文章の内容を理解して､その内容
が表現されるように音読すること｡
これらを見てみると､現行の指導事項とは
大きな違いがある｡つまり､各学年の目標を
達成すめために学年の具体的な指導事項を示
し､言語材料の弾力的な運用によってその達
成を図らせるものである｡それでは具体的に
指導事項について述べてみたい｡
(ア)文や文章の内容を考えながら黙読す
ること｡
第1学年では音声になれさせることから音
読が中心であった｡しかし､第2学年では読
む量が多くなるので､内容を理解するために､
黙読することが必要になるからである｡もち
ろん初歩的な英喜吾の文や文章を読むのである
から､概要をつかむことをねらいにしている｡
｢文や文章の内容を考えながら｣とあるので､
文の前後の関係を確かめたり､文化的な背景
などを考える必要があるわけである｡
また､｢黙読する｣とは､書き手の意向など
を理解しながら読むことである｡この言語活
動は､単に内容を理解するだけではなくて､
どのように理解したか確認する活動が含まれ
ているわけである｡これは､第1学年の音読
を更に進めるとともに､第3学年の ｢まとま
りのある文章の概要や要点を読み取ること｣
までの前段階として､十分言語活動を行う必
要がある｡
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そこで第2学年ではどのように言語活動を
行ったらよいのであろうか｡
まとまった文章を読ませる場合､何を読み
取ったらよいか適切な指示を与えることが必
要であるO たとえば次のような指示である｡
① 主題は何か｡
② 登場人物は誰か｡人数は｡
③ 登場人物の役割などの動きやどのような
考えを持っているか｡
④ 場面はどうなっているか｡
⑤ 文章の流れはどうなっているかC
このような指示は､文章を読ませる前にま
とめて与えるのではなくて､まず大枠から指
示を与え､更に細かく指示していくように心
かけるとよいであろう｡たとえば､まず主題
は何なのかを読み取らせ､それを発表させる｡
次に登場人物は誰なのか気がついたものから
発表させていくというように､内容を考えな
がら､黙読を何回もさせていくということで
ある｡実際には､ワークシー トを周意して､
内容理解の達成度をチェ､ソクするのが効果的
である｡
ワークシー トについては､前述したように､
教師の指示を具体的に書いてやればいいわけ
である｡しかし､生徒の一人一人は個人差が
あるので､発達段階に応じて､グレー ドを高
める必要がある｡例えば､TrueorFalseテ
ストなどを作成することがよい｡いずれの場
合にしても､必ず発表させる機会を与えるこ
とが大切である｡この過程で､生徒自身が理
解を深めることができるからである｡
(イ)文や文章の内容を理解して､その内客
が表現されるように音読すること｡
この指導事項は､(ア)の ｢文や文章の内容
を考えながら黙読する｣の上位に来るもので
ある｡つまり､(ア)の言語活動を十分行った
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後に来るものである｡また､第1学年で扱っ
た､｢数個の文の内容が表現されるように晋読
すること｣のやはり上位にくるものである｡
したがって､第2学年では､文や文章の内
谷を正しく理解して､正 しい音調で､Lかi)
文が長い場合には､文の途中で区切るとか､
強勢を正しく踏まえて､内容か正しく表現で
きるように音読することである｡しかしなが
ら､題材について留意する必要かある｡第2
学年で扱うものは､日常生活､学校生活､風
俗習慣､物語､プレイ､詩なと'題材が豊富に
なり､第1学年に比べると､言語材料がずっ
と多くなっているoLたがって､文や文章を
理解させるために､文化的な背景について､
話してやることか大切なことである｡ という
のは､学校生活や家庭生活などの題材は､生
徒自身がよく理解できるが､イキリス､オー
ストラリア､ニュージーランドなどの外国の
様子あるいは物語などになると､題材の文化
的な背景が 卜分理解できないことから､内容
読解か十分できなくなるということである｡
内容理解か十分できた段階で､聞き手を意
識した音読が必要である｡つまり内容が表現
されるように音読することである｡それには､
適切な声の大きさや音の高低に留意させる必
要がある｡音読練習には個人の読み､グルー
プでの読みなどあるが､物語であればレシテ
ーションなどで競わせるとか､対話文やプレ
イであれば､ロールプレイをやらせながら全
体の前で発表させるなどの言語活動が効果的
であろう｡それでは､内容が表現されるよう
な音読は､どのようにさせたらよいのであろ
うか｡
内容を表現するということは､十分感情表
現をしながら音読することであるOそれには
一語読みや音調､区切 りに気をつけない読み
は適切ではない｡このような平板なしかt,リ
ズムのないdlJたみをさけるためには､次のこと
に留意する必要かある｡
① Sensegroupで､文や文章をとらえさせ
るO
② 下降調､上昇調､あるいは両者の場合な
どの音調に留意させ､実際の言語材料を用
いて指導する｡
③ linkingに気をつけさせて､音読させる｡
ア 語尾の子音十語頭の母音
イ /n/の発音と語尾の/∩/十母音
り 語尾の子吉と次の語頭の子音の重なり
したがって､内容か表現されるように音読
できるようにするためには､次のような手順
が必要であろう｡
① 目標を明確にするし､
② 文章の内谷を理解させ､概要をとらえさ
せる｡
③ 音読の手だてを指示するし
④ 個人練習､ペア練習､クループ練習をさ
せる｡
⑤ 練習の成果と達成度の評価をする｡
(3)第 3学年の言語活動とその取り扱い
第3学年の ｢読むこと｣の言語活動につい
ては､主として次の指導事項を指導すること
になる｡
(ア)まとまりのある文章の概要や要点を読
み取ることC
新学習指導要領では､学年目標を達成する
ために､主として､当該学年で指導する項目
を示している｡このことは弾力的な活用によ
り､生徒の発達段階や学習段階に応ずる言語
活動を重点的に指導できるようにするためで
あろう｡つそのためには､第3学年では､第1
学年､第2学年の指導事項を踏まえながら､
長I工 ｢.I;しむこと｣の.:;‖IlL活動はと:)あったらよいか
文章の概要 ･要点をとらえさせLかt,速読で
きるように指導することである｡
第3学午における題材は､かなり幅広いも
のになり､内外の生活や文化に関するもの､
物語り､地理､歴史､風俗習慣など変化に富
んでいる｡また､題材の形式は､説明文､.対
話文､物語り､劇､詩､手紙､日記など､こ
れまた幅が広い｡
それでは､概要や要点を読み取る指導はど
のようにしたらよいであろうか｡まず､文章
の全体をとらえさせ､次に細部にわたって内
容を読み取らせる｡そのためには､話題が何
なのかパラグラフで内容をつかませる｡続い
て､文と文との関係や語と語の関係を読み取
らせ､黄終的に全休をまとめて読み取らせる
ことである｡
全体をまとめて読み取らせることは､速読
や多読への基礎になるので､継続的なしかも
計画的な指導が効果的である｡指導にあたっ
ては､英語の文章構成と日本語の文章構成が
異なるので､手順を踏むことが必要である｡
すなわち､二大の通りである｡
① 文章は必ずある主題を持ったパラグラフ
の集まりである｡したがって､topicsen-
tenceをつかませる｡
② topicsentenceのあるパラグラフとそれ
を支えているパラグラフなどを明確にさせ
る｡
③ 文章には､起承転結があるので､導入部
分､話題を展開させる部分､話題の結末や
結論の部分を読み取らせる｡
具体的には､題材によって､方法や手順か
異なるので､扱いが異なるのは当然のことで
ある｡言い換えると教材の中身によるという
ことである｡
以上述べてきたように､生徒に意欲を持っ
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て読ませるためには､文章の構成を具体的に
つかませ､必要な情報をできるだけ早く読み
取らせ､文章の概要や要点を読み取ることが
できたかどうか評価する中で､生徒に成就感
や満足感を､味合わせることが必要なことで
ある｡このことをもう一度まとめてみると､
第3学年の読むことの言語活動の内容が理解
されよう｡
① ある文章をまとめて読ませる場合､主題
の構成を大枠でつかませる｡つまりパラグ
ラフの数､ トッピック､センテンス､また､
その他イラスト､絵､写真､グラフなどの
ものi)背景を知る上で必要なものであるO
② 文章に登場する人物は誰なのか｡また､
場面はどのような状況で､どのような文章
の流れになっているのかを川副こ内容を調べ
る｡
③ 必要な情報を読み取らせるためには､目
的のある読み方を生徒にさせることが大切
である｡つまり､必要な情報と不必要な情
報を読み分けさせるために､具体的な目安
を示してやることである｡このような指導
を継続することによって､さまざまな文章
の概要や要点を容易につかむことができる
ようになろう｡
4 おわりに
｢読むこと｣の指導上の留意事項は､ さ ま
ざまな観点がある｡第1学年では､文字を読
む前に､入門期の段階から発音指導､アクセ
ント､音調､強勢などに留意する必要がある
わけで､音声指導から文字指導に移行する際
に､発達段階を十分考慮することが大切であ
る｡第2学年では､まとまりのある文章の概
要や要点を､読み取ることへの前段階として
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｢読むこと｣の指導することが求められる｡
つまり､①ストー リー 全体を通して黙読した
り音読したりする｡②登場人物は誰か｡人数
は｡③中心になる人物は誰か｡④文章の流れ
はどうなっているか｡このような手順で､継
続学習を続けることがいいのであろう｡第3
学年では､概要や要点を確実に読み取らせる
ことが必要である｡そのためには､(丑ある文
章を読ませる場合､主題は何か､パラグラフ
は､参考になるものは何かなど留意させる｡
②文章の内容を吟味しながら読ませる｡その
際､メモを取らせることが大切である｡たと
えば､登場人物､場面､状況や流れなどであ
る｡メモの助けになるようなワークシー トの
ようなものを用意することが効果的であろう｡
しかし､これらの言語活動を効果的にする
のは､やはりきっちりした指導計画を作成す
ることである｡すなわち①英語科の指導目標
と指導内容を明確にする｡②学校の教育目標
や学年目標を踏まえる｡③使用する教科書の
題材､言語材料を十分に把握する｡①地域や
学校 ･生徒などの実態を十分理解する｡⑤年
間の授業時数を算出し､見通しを立てるなど
の配慮が肝要であろう｡
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